


































































































三 角 IBの 高さで元の戻 方形を 分け．左 もとも鑽半分
で区切れば①と②・が でさ． そ れ を矢印の所に移動さ
























































































































































かおる： 1は， 30078で 3 7. 5人
2は， 32078で 40人
3は， 25076で 41. 6・ ・ ・ 人























うと思ったら， 1 k rfに広さをそろえたら比
べられるわな。こんな1k面のように 「10
0あたり」で比べることを 「単位量あたりの
大きさ」つて言うよ。そして，人口と面積の
2つの量で比較するときに，人口を面積で割
ることを「人口密度」つて言います。このこ
と大事やから，ノートヘまとめておきましょ
う。
明らかに教師の出過ぎではあるが， 2段階の課題提
示により普遍単位 (100あたり）で比較することの
利便性に迫ることができた。
4. 授業の考察
ここでは，授業記録の振り返りから，豊かな表現力
と思考力を高めるための課題提示の工夫について考察
していく。
まず，共通認識の課題提示として，子どもから話した＜
なる場面を作るように条件不足の図を提示したことにつ
いて。このことにより，「混み具合」（本時は人口密度の学
習）を比べるときに，子どもたちが，「人数」（人口）と広さ
（面積）がなければ比べられないと表現することで，まず
課題の意味を十分に理解するようになった。
そして，表からわかることとして，片方の数値（広さ）を
そろえれば，もう片方（人数）の数値で「混み具合」を比較
することができるということが押さえられた。第1の課題提
示においては，任意単位（最小公倍数）による比較と普
遍単位(lkrfあたり）による比較の両方が出たが， lkrrf
あたりの比較は割り切れないこともあり，最小公倍数を用
いての任意単位による比較の方がわかりやすいようであ
った。
そこで，ジャンプの課頓（図4)を提示し，更に「一気に，
早く，簡単に」比較できないかと付け加えることで，任意
単位による比較より普遍単位による比較がクローズアッ
プでき，衝屈単位(lkr:lあたり）による比較（単位量あたり
の大きさ）の利便「生に気づくことができた。
5 成果と課題
「単位量あたりの大きさ」の導入場面において， 2 
段階で課題提示することにより，今まで扱ってきた量
とのつながりをもたせながら，新たな「量」の概念を
理解させていくことができにまた，子どもたちの表
現力については，条件不足の課題提示により，知りた
い ・聞きたいという「話す」（表現する）ことの必然性
を生むことができナこそして，簡単な数値で比較する
ことで，任意単位（最／」ツ公倍数）による比較と普遍単
位 (100あたり）による比較の2通りの表現方法で
考えることもできた）しかし，式と図をつなげていく
ことの難しさを感じた子もいたように思えた。
教科書通りの「畳の枚数と人数」や「小屋の広さと
ウサギの数」の課題のような導入場面ではなく，単元
の最後に位置づけられることが多い「人口密度」を導
入に置いた。しかし，そうすることで，共通する単位
をどのように取るとどうわかるのか。わかりにくい比
較の組をどう処理するのかといったことをより明確に
意識化させなければ思考力が高まっていかないという
ことを実惑しt¼
今後の課題として，教師主導になりがちな課題提示
を，如何に子ども主導で学びを展開していく形にして
いけるかということを探っていきたい。また， 言葉や
数式，表グラフなどを用いて，自分の考えを多面
的に表現しながら，学び合う姿を追求していきたい。
そして，子どもたちの思考力の高まりを検証する上で
も，この「単位量あたりの大きさ」で学習した概念形
成が，次の「割合」の概念形成へとスムーズにつなげ
ていくことができるかということを探っていく必要が
あるだろう。
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